
平
成
３０
年
度
新
入
団
員
を
紹
介
し
ま
す

平
成
２９
年
度
比
企
支
部
合
同
の

消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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今
年
度
は
５
名
の
若
き
精
鋭
が

入
団
し
ま
し
た
。
地
域
防
災
の
要

と
し
て
、
町
民
の
安
心
・
安
全
の

た
め
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
嵐
山
消

防
団
の
新
し
い
仲
間
を
紹
介
し
ま

す
。第

一
分
団
第
一
部

第
一
分
団
第
三
部

退
団
者
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

第
二
分
団
第
二
部

女
性
団
員

福
島
　
康
平
（
ふ
く
し
ま
こ
う
へ
い
）

芝
山
　
大
輔
（
し
ば
や
ま
だ
い
す
け
）

田
村
　
和
寛
（
た
む
ら
か
ず
ひ
ろ
）

宇
敷
真
由
香
（
う
し
き
ま
ゆ
か
）

池
田
　
　
朋
（
い
け
だ
と
も
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
消
防
活
動
に

貢
献
さ
れ
た
退
団
者
の
皆
様
、
本

当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
こ
れ
ま

で
長
き
に
わ
た
り
ご
活
躍
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

団
長

　

田
嶋　

健
司

分
団
長

　

青
木　

一
雄

第
一
分
団
第
一
部　

団
員

　

奥
平　

大
輔

　

吉
野　

祐
介

　

杉
浦　

博
紀

第
一
分
団
第
三
部　

団
員

　

長
島　
　

禅

第
二
分
団
第
一
部　

団
員

　

市
川　

和
徳

第
二
分
団
第
二
部　

団
員

　

三
宅
雄
一
郎

女
性
団
員

　

今
野　

史
子

梯子乗りの様子

嵐山消防団集合写真

　

１
月
７
日
、
東
松
山
市
立
松
山
第

一
小
学
校
の
校
庭
に
お
い
て
、
平
成

２９
年
度
比
企
支
部
（
嵐
山
町
、
滑
川

町
、
東
松
山
市
、
吉
見
町
、
小
川

町
、
と
き
が
わ
町
、
東
秩
父
村
の
各

消
防
団
及
び
消
防
署
）
合
同
の
出
初

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
の
中
、
出
場
部
隊
の

行
進
を
行
い
、
来
賓
の
方
々
か
ら
年

頭
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
地
震
や
煙
の
体
験
コ

ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
比
企

鳶と
び

職
組
の
方
々
に
よ
る
迫
力
の
梯は
し

子ご

乗
り
が
行
わ
れ
、
多
く
の
観
客
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
自
然
災
害
等
で
大
変
な
年

で
し
た
が
、
出
初
式
を
期
に
、
我
々

団
員
一
同
、
新
た
な
気
持
ち
で
頑
張

っ
て
行
き
ま
す
。

嵐山町マスコット
キャラクター
「むさし嵐丸」
消防団バージョン

文
化
財
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た

平
成
２９
年
度
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

定
期
的
な
作
動
確
認
を
！

消
防
団
員
を

募
集
し
ま
す
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初期消火の様子

消防団による消火の様子

　

１
月
２８
日
、
広
野
地
内
の
廣
正
寺

に
お
い
て
文
化
財
防
火
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

第
二
分
団
第
一
部
、
第
二
分
団
第

二
部
が
参
加
し
ま
し
た
。
通
報
訓
練

　

３
月
４
日
、
晴
天
の
中
、
防
火
パ

レ
ー
ド
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、「
春
季
火
災
予

防
運
動
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
の
意
識
を

高
め
る
こ
と
で
火
災
の
発
生
を
防
止

し
、
尊
い
命
を
守
る
と
と
も
に
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
嵐
山
消
防
団
か
ら
は
第
一

分
団
第
三
部
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
数
の
約
９

割
は
住
宅
火
災
で
あ
り
、
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
数
の
約
６
割
が
『
逃
げ

遅
れ
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に

は
、
早
期
に
発
見
し
避
難
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
、
そ
の
手
助
け
に
な

る
の
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池
の
寿
命

の
目
安
は
約
１０
年
で
す
。
比
企
広
域

消
防
本
部
管
内
で
は
、
平
成
２０
年
６

月
１
日
に
義
務
化
さ
れ
、
１０
年
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。
火
災
警
報
器

が
適
切
に
機
能
す
る
た
め
に
は
維
持

管
理
が
重
要
で
す
。

　
「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
適
切
に

作
動
す
る
よ
う
、
火
災
予
防
運
動
の

時
期
な
ど
に
、
定
期
的
に
作
動
確
認

を
行
い
、
適
切
に
交
換
を
行
う
よ
う

習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
団
は
、
火
災
な
ど
の
災
害
活

動
を
は
じ
め
、
応
急
救
護
の
普
及
活

動
や
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
啓

発
活
動
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
町
は
、
自
分
た
ち

で
守
る
！
」、「
大
切
な
人
を
守
り
た

い
」
そ
ん
な
熱
意
を
持
っ
た
あ
な

た
、
一
緒
に
消
防
団
活
動
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

入
団
で
き
る
方

◦
嵐
山
町
に
居
住
又
は
勤
務
し
て
い

る
方

◦
１８
歳
以
上
の
方

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を
お
持
ち
の
方

問
合
せ

　

小
川
消
防
署
嵐
山
分
署
内

　

消
防
団
事
務
局

　

☎
６２

－

３
８
９
０

か
ら
始
ま
り
、
住
民
に
よ
る
初
期
消

火
訓
練
や
文
化
財
持
ち
出
し
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
消
防
団
に
よ

る
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。


